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中国山西省太原
市から西南約四十
キロメートルのところに位置

する天龍山石
窟は、
東貌から唐にかけて開聾された仏教石窟寺院

である。
二十世紀の初め、
わが国の関野貞博士の調査によっ
て、

その
優秀な仏教彫刻群が初めて
世に知られることとなっ
た。
その

後、
多くの研究者や美術家が当地に足を運び、
調査報
告や論文、

また写真集などを発表したが、
同時に
仏像の盗難が相次ぎ、
天龍

山石窟は多
大な
被害を蒙
っ
た。
さらに、
砂岩という軟弱な石質の

ため、
窟内の彫像は深刻な風化に侵されている。

天
龍山石窟の造営に関する文献史
料は非常に乏しく、
その研究

はどうしても様
式に頼らざるを得ないが、
破壊を蒙っ
た現
在の石

窟ではそれも困難を極める。
従っ
て、
破壊以前の写真は貴重な資

料となる。
近年では世界中に
散逸した
仏像を集め、
石窟の復元的

な考察も積極的におこなわれるようになっ
ている。

本稿では、
天龍山石窟研究の第一段階として、
諸先学の研究業

績を整理し、
その意義を明らかにするとともに、
天龍山石窟研究

における問題点について考えてみたい
と思う。
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天飽山石窟の研究 ー研究史 と 問題点ー

天
龍
山
石
窟
造
営
の
概
要

天龍山石
窟は、
天龍山の山腹を東西
峰にわけで 、
総数二十四の

窟を穿つ。
東
峰は第一から第八まで、
西峰は第九から第二十一ま

での
窟番号がついており、
その他いくつかの小さな禽が岩壁に彫

られている。
岩質は白色にちかい細
密な砂岩で、
優美で写実的な

表現をより効果的に見せてくれる。

（
注
1｝

石窟の造営については『嘉靖太原勝志』
巻一の
「寺観」
条に、

天龍寺 、
在
麟西南三十里 、
王索西都 、北膏
皇建元年、
建内有

石室二十四
寵石悌四
尊、
及惰開皇間碑刻石室銘 。
寺東一里徐 、

璽壁属池 、
有天龍廟（下略）

とあり、
皇建元年
（五六O） 、
天龍山石窟が天龍寺と称する石窟寺

院として開墾されたことがわかる。
（
注
2）

さらに『太原志・太原府』
の「寺観」
条は、

天龍寺 、
在本牒西南三十里 、
北斉置、
有皇建中井州定園寺僧

造石窟 。

と、
井州定国寺の
僧が天龍山石窟の造営をおこなっ
たことを記し

ている。
井州とは晋陽（現在の太原市晋源鎮）
のことである。

永照元年
（五三二） 、
北競の実力者、
高観は爾朱氏を滅ぼし、
晋

陽に大丞相
府を置
いた。
その二年後の永
照三年、
孝静
帝を擁立、

鄭（現在の河北省臨海県）
に遷都し、
東姐摘が始まる。
高観は晋陽

で軍事の統制にあたり、
この頃天龍山に
避暑宮を造営した。
武定

五年
（五四七）
高観が没すると、
高観の次子、
高洋が孝静帝を廃

し、
武帝八年、
自ら文宣帝として
北斉を建国する。
文宣帝もまた、

天龍山に避暑宮を造
営した。
前掲
『太原志・太原

父高観と同様、

府』
「寺観」
条に、

仙巌寺 、
在牒西南三十里 、
北膏避暑之宮 。
唐武徳七年
（六二

四）
賜額 。
今廠 。

とあり、
さらに同書
「宮室」
条では

避暑宮 、
在本膳西南三十里天龍寺東祉 、
有重岡数臥 。
昔北脊

高帝及東貌文宣帝避暑離宮 。

と記す。
仙巌寺 、
すなわち文宣帝の避暑宮が天龍寺の東にあり、

両寺院はかなり近い距離に建てられていたことがわかる。

「寺観」
条には、

一方、
前掲『嘉靖太原蘇志』
巻一

仙巌寺 、
在
牒西南三十里葦谷山。
北杏天
保二年
建属避暑宮賜

名
と、
北斉の天保二年
（五五一）
に避暑宮が建てられ、
仙巌寺は葦

谷山にあっ
たとしている。
葦谷山が具体的にどこにあたるか問題

はあるが、
これらの史料からいえるのは、
東規から北斉にかけて
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東
難

永照三

年｜武定五年
高観造営の避暑宮

北斉

文宣帝造営の避暑宮（仙巌寺）

天保二年

北斉
皇建年間
定国寺僧造営の天龍寺（石窟）

の三つが天龍山に造営されていたということで
ある。

なお、
山
腹の石
窟から下ること数十分、
麓に聖書待寺という寺院

｛
注
3）

があり、一
般的には天龍寺の後身と考えられている。

現在、
番号のついた天
龍山石
窟の二十一
窟中、東貌
の様式をも

つものが第二・第三
窟（双窟） 、
また
北斉の様式をもつものが第一

窟（惰説あり） 、
第十窟 、
第十六窟とするのが最も有力であり、
こ

れらの
建物と天龍山石
窟の造
営が具体的にどのように関わるか、

（
注
4）

今後さらに吟味が必要である。

続く石窟造営に関
する史料は、
天龍山石窟中最も重要とされる

第八
窟門外
東壁の碑である。
惰の開皇四
年（五八四）
という、石

窟中唯一の紀年
銘を有することで、
第八窟は基準窟となっ
ている。

北周の
武帝がおこなっ
た酷烈な廃仏（五七四
｜七九）は、

北斉

にも大きく影響し、
仏教は一時衰退する。
しかし、
北周が復仏 、

開皇元
年（五八一）
に惰が統一すると再び仏教は盛んになり、晋

陽にも多くの寺院が
建立された。
第八
窟は東
峰群の最西端に位置

し、
規
模も大きい。また

、
天龍山石窟の他の窟では例をみない、

いわゆる
塔廟窟で、
通常の三壁に加え、
中心方柱の四面
にも
仏寵

を穿っ
た
豪華な造りである。
仏教復興後、
間もなく着手された
窟

として相応しい。

天龍山石
窟では次々
と
窟が開盤された。
唐代の石

窟造営に
関わる史料として注目すべきは、
郭謙光「大唐勿部将軍

功
髄
一陣」
である。
もともとは
碑像であっ
たがそれも失われ、
現在

は
拓本でそ
の部
分のみを
残す。
後
に
収録され
た史料の注記には

「天龍寺の後に在り」
とあるが、詳
しい位置は明らかでない。
神龍

二
年（七O六）
から景龍元年（七O七） 、
右金吾衛将軍勿部殉が、

天龍山に三世
仏像及
び諸巻属を造立
したことが記されており、
紀

唐代に
入り、

年
銘を有することから、
唐代石窟造営の重要な手がかりになると

いえよう。
なお本
「功徳記」
が初めて注目されたのは戦後のこと

〔
注
6）

で、
冨
SE
mEn
の論考が最も早い。
天龍山石窟中の半分以上が

唐代の窟であり、こ
の時期最も造
営が盛んであっ
たことを物語つ

ている。
続く五代の北漢（九五一
｜七九） 、

天龍山の弥勅閣に石像を設け

（
注
7｝

たことが
「大漢英武皇帝新建天龍寺千悌棲之碑」
に記されている。

弥勅閣とは恐らく第九窟にあたると恩われるが、
石窟全体にわたっ

て、
どの程度
積極的な造営がされたのかはわからない。
以後、
山

麓の聖書寺も含めて、
断続的な重修はおこなわれるが、
次第に顧

みられることも無くなっ
ていっ
た。

一
九
一
八
年
｜

天
龍
山
石
窟
の
発
見

大正七
年（一九一八） 、
建築史家の関野貞によっ
て、
天龍山石窟

（
注
8）

は再び脚光を浴びる。
当時、
関野
貞は中国建築踏査のため、
中国

各地を巡歴していた。
同年六月、
太原に到着し、
文献にある近
隣

の仏教史蹟を
訪ね回っ
ていた時、
天龍山石窟を偶然発見した。
そ
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一研究史 と 問題点ー天館山石窟の研究

の最初の報告書が
『建築雑誌』
三八四
号で紹介された
「西遊雑信

上」
である。
後に「天龍山石窟」
を
『園華』
三七五号（一九一一一

年）
に発表、
発見に至るまでの経緯を次のように記している。

余は去大正七年六月二
十八日太原
賂に遊び、
三日間
滞在、
其

附近の遺蹟を探検せしが、
其際
府勝志に載せられたる石窟石

悌等に就き、
知
瞬及び多くの土民に問ひ質せしも知る者全く

無かりき、
翌二
十九日は
晋調 、
華塔寺 、
風洞 、
深明寺等を訪

れ、
晋調の道士等に問ふに童子寺の事を以てせしも明かなら

ず、
唯天龍山の所在を詳かにすることを得たり。

まず麓の聖書寺、

翌六月三十日、
関野
貞は、
天龍山に至り、

さ

らに石窟まで登っ
た。
当時、
現在のような石段の山道はなく
「千

辛寓苦織に石窟のある慮に至る」
と語っ
ている。

二日間の調査で、
関野
貞は十四の
窟を発見
する。
しかし、
東西

を逆に解したようで、
東峰と
西
峰を誤っ
て記している。
また、
東

峰の最東端に位置する第一
窟は、
発見することができず、
現在の

第二窟を

とはいえ、
比較的正確な窟平面図を

「第一
窟」
とした。

掲載し、
各窟ごとの特徴を詳細に述べているため、
後進の天龍山

石窟の理解に大きな混乱は招かなかっ
た。

建築史家であっ
た関野
貞は、
彫刻よりも
寧ろ、
建築様式に着目

した。
天龍山石窟の北斉と陪の窟には、
門口に木造建築を模した

斗肘木や
墓股が造られており、
」
れらの手法はわが国の飛鳥時代

の建築様式と類似していることを指摘している。

なお、
関野貞があげた天龍山石窟の重要性をまとめると
凡そ

次のとおりになる。

一、
北斉の重要な石窟が割合完全に保存されている。

二 、
正確な惰初の石窟が残されており、
北親 、
北斉、
陪初唐

の芸術推移を看取できる。

三、
北斉、
惰初の
窟の前面にある木造
建築を模した向拝は、

当時の木造建築様式の一班を知ることができる。

四、
他の石窟には見られない、
唐初の優秀な彫刻を残す。

関野
貞は第十八
窟以西の
窟には全くふ
れていない。
おそらく発

見できなかっ
たのであろう。
仮に発見されていたとしたならば、

天
龍山石
窟における
唐代彫刻を、
さらに
高く評価したのではない

だろうか。
なお、
調査の際、
写真乾板不足のため充分な撮影がお

こなえなかっ
たことを
「深く遺憾とするなり」
と
嘆いておられる

館 が所
蔵 量
は 書
そ に
m 掲
彪 苧
認 主
水 第
準 土
2 量
さ 西
を 壁

露 五
程 標
A ,..._ 

t� 現
と 在
工 芸
よ 国立 静

物

関野貞の踏査の二
年後、
洋画
家の木村荘八が天龍山石窟を訪れ

ており、
大正十年
（一九二一）
の
『中央美術』
七巻二号に
「天龍

山石窟を見る」
を発表した。
これは旅行記であるが、
作家の目か

ら見た当時の天龍山石窟の様子を知る上で興味深い。

木村
荘八とほぼ同じ頃 、
常盤大定が天
龍山石窟の最初の調査を

おこない『支那併蹟踏査
古賢の跡へ』
（金尾文淵堂 、
一九一一一年）

を発表した。
関野
貞と同様、
石窟の方位に誤解があり、
東西峰を

北南峰としている。
また、
やはり東峰の第二
窟から西峰の第十四

窟までの踏査で留まり、
報告は各窟の簡単な概要を記した程度で

( 32 ) 
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終
っ
て
い
る。
だ
が、
そ
の
後
常
盤
大
定
は
二
度
に
わ
た
っ
て
天
龍
山
石
窟

の
調
査
を
お
こ
な
い 、
昭
和
元
年
（
一
九
二
六） 、
関
野
貞
と
と
も
に
『
支
那

悌
教
史
蹟』
第
三
集
（
悌
教
史
蹟
研
究
会
編）
に、
後
の
田
中
俊
逸
の
調
査

成
果
も
加
え
た、
詳
細
な
報
告
書
を
発
表
し
た。

発
見
当
時
の
天
龍
山
石
窟
の
調
査
は
ま
さ
に
困
難
を
極
め
る
も
の
で
あ
っ

た。
常
盤
大
定
は
最
初
の
石
窟
踏
査
の
様
子
を
「
全
瞳
こ
の
石
窟
山
に
は
登

る
道
が
な
い 。
急
峻
な
る
断
崖
で、
踏
む
に
随
っ
て
崩
壊
せ
る
砂
岩
が
崩
れ

一
た
び
足
を
失
す
れ
ば、
生

去
る
の
で、
道
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る。

命
の
問
題
で
は
な
い
が、
手
や
顔
を
怪
我
せ
ず
に
終
ら
ぬ」
と
語
っ
て
い
る。

天
龍
山
石
窟
研
究
の
第
一
歩
は、
文
献
地
誌
を
手
が
か
り
に、
手
探
り
状
態

の
厳
し
い
条
件
下
で
始
ま
っ
た。

一
九
二
0
年
代
｜

石
窟
調
査
と
破
壊

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二）
三
月、
田
中
俊
逸
が
外
村
太
治
郎
と
平
田
韓

（
写
真
技
師）
と
と
も
に
天
龍
山
石
窟
の
調
査
を
お
こ
な
い 、
同
年
「
天
龍
山

石
窟
調
査
報
告」
を
『
悌
教
学
雑
誌』
第
三
巻
第
四
号
に
発
表
し
た。

田
中
俊
逸
の
調
査
の
最
も
大
き
な
収
穫
は、
関
野
貞
が
見
落
と
し
た
東
峰

最
東
端
の
第
一
窟
と、
西
峰
第
十
八
窟
以
西
の
諸
窟
の
発
見
で
あ
っ
た。
ま

ず
第
一
窟
の
発
見
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。

（
上
略）
関
野
博
士
が
第
一
窟
と
命
名
さ
れ
た
窟
の
東
方
直
鰹
約
十
五

六
聞
の
慮
に
崖
前
に
雑
木
が
茂
っ
た
中
に、
洞
窟
ら
し
い
も
の
が
見
え

る。
あ
る
あ
る
と
勇
ん
で
粘
板
岩
の
踏
む
に
従
っ
て、
崩
壊
す
る
の
を

馨
登
し
て、
嵯
に
近
づ
く
時、
進
む
に
足
の
踏
場
が
な
く
な
っ
て、
稀

や
た
め
ら
っ
て
ゐ
る
う
ち
に。
崩
壊
し
た
岩
石
と
共
に
二
十
尺
齢
の
下

に
墜
落
し
た。
（
中
略）
夫
れ
か
ら
道
を
換
へ
て
窟
に
達
す
る
と、
半
埋

れ
た
窟
が
あ
っ
た。
前
面
の
繁
っ
た
雑
木
を
伐
っ
て
撮
影
し
た。

一
方、
第
十
八
窟
以
西
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
は、

第
十
六
窟
か
ら
西
へ
進
む
と、
寺
僕
は
此
西
に
は
窟
は
無
い
と
云
ふ。

吾
々
は
窟
は
無
く
と
も
良
い
と
尚
も
進
む
と、
「
豹
や
狼
は
彼
方
の
方
面

か
ら
来
る
の
で
あ
る
か
ら、
黄
昏
ま
で
に
は
山
を
下
り
よ」
と
脅
か
さ

れ、
崖
を
降
り
諮
を
撃
っ
て
直
径
約
七
八
十
聞
の
慮
に、
崖
上
二
十
尺

位
の
慮
に、
巾
一
尺
余、
高
さ
二
尺
位
の
瞬
穴
の
や
う
に
掴
ら
れ
た
も

の
が、
一
間
宛
位
の
間
隔
に
横
列
し
て
五
個
も
あ
る。
此
過
に
或
は
建

造
物
で
も
あ
っ
た
の
か
と
又
進
む
と、
柏
樹
の
蔭
に
崖
壁
約
二
十
尺
の

上
方
に
一
窟
（
第
十
八
窟）
を
発
見
し
た。
（
中
略）
夫
れ
か
ら、
崖
面

の
北
に
曲
っ
て
又
一
小
窟
を
接
見
し、
績
い
て
第
二
十、
二
十
一
の
大

小
四
窟
を
探
し
嘗
て
へ

豹
や
狼
の
来
ぬ
聞
に
山
を
降
る
こ
と与
し
た。

と
述
べ
て
お
り、
窟
だ
け
で
は
な
く
建
造
物
の
痕
跡
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い

る。第
一
窟
が
北
斉 、
乃
至
は
惰
様
式
を
み
せ
る
の
に
対
し、
第
十
八
窟
以
西

の
窟
は
す
べ
て
唐
代
造
営
の
も
の
で
あ
っ
た。
し
か
も、
第
十
八
窟 、
第
二

十
一
窟
な
ど
は、
第
十
四
窟
と
匹
敵
す
る
優
秀
な
彫
刻
を
具
え
て
お
り、
こ

れ
ら
の
諸
窟
発
見
な
し
で
は
「
天
龍
山
様
式」
の
呼
称
は
生
れ
な
か
っ
た
と

い
え
る。
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中
商
会）
で
あ
る。

山
中
定
次
郎
は
「
自
序」
に
お
い
て、
盗
掘
に
よ
る
天
龍
山
石
窟
の
破
壊

を
悲
嘆
し
「
爾
来
感
銘
し
て
首
を
失
っ
た
悌
達
の
馬
め
に、
そ
の
首
を
求
め

て
歩
ひ
た
の
で
あ
っ
た
が
私
の
斯
う
し
た
心
が
通
じ
た
と
い
ふ
の
か、
あ
る

悌
の
首
を
東
で
求
め、
あ
る
併
の
首
を
西
で
接
見
し 、
随
分
か
け
離
れ
た
土

そ
の
馴
染
み
深
い
石
併
の
首
を
稜
見
し

地
で、
忘
れ
ん
と
し
て
忘
れ
得
ぬ 、

た
の
で
あ
っ
た」
と
述
べ
て
い
る。
『
天
龍
山
石
悌
集』
に
は
三
十
四
点
の
悌

頭
（
菩
薩
頭
を
含
む）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が、
明
ら
か
に
天
龍
山
石
窟
の

像
で
は
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る。
昭
和
七
年
に
は
東
京
上
野
で

古
美
術
展
覧
会」
が
聞
か
れ、

「
世
界

（
注
U）

天
龍
山
石
窟
将
来
像
も
数
多
く
陳
列
さ
れ
た。

山
中
商
会
が
収
集
し
た
こ
れ
ら
の
諸
像
は、
後
に
世
界
中
の
美
術
館
・

博
物

館
や
個
人
収
集
家
の
手
に
渡
る。

山
中
定
次
郎
と
天
龍
山
石
窟
盗
掘
と
の
具
体
的
な
関
連
は
わ
か
ら
な
い。

表
面
的
に
は、
剥
奪
さ
れ
た
天
龍
山
石
窟
の
諸
像
を
山
中
定
次
郎
が
買
い
集

め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が、
疑
念
を
抱
か
な
い
わ
け
で
も
な
い。
い
ず
れ

に
せ
よ
山
中
商
会
の
動
き
が、
盗
掘
人
を
煽
動
し
た
こ
と
は
否
め
な
い。
現

に
中
国
側
は、
天
龍
山
石
窟
の
破
壊
が
山
中
定
次
郎
の
強
奪
に
よ
る
も
の
と

（
注
ロ）

し
て
批
判
的
に
み
て
い
る。

四

一
九
三
0
年
代
か
ら
終
戦
ま
で

天
龍
山
石
窟
の
盗
掘
に
よ
っ
て、
仏
像
が
各
地
に
流
出
し
て
か
ら、
天
龍

山
石
窟
に
見
る
べ
き
彫
像
は
殆
ど
無
く
な
る。
一
方 、
中
国
側
が
こ
の
惨
櫓

た
る
状
況
に
漸
く
目
を
向
け
始
め、
一
九
三
一
年、
太
原
県
天
龍
山
古
跡
古

物
保
存
規
則
が
制
定
さ
れ
た。
そ
の
四
年
後、
王
作
賓
が
「
天
龍
山
石
窟
悌

像
調
査
撮
告」
（
『
古
物
保
管
委
員
会
工
作
紅
披』
北
平
大
学
出
版
社 、

天
龍
山
石
窟
被
害
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し

一
九
三
五
年）
を
発
表
す
る。

た、
中
国
側
最
初
の
本
格
的
な
調
査
で
あ
っ
た。

こ
の
頃
か
ら、
海
外
へ
流
出
し
た
「
天
龍
山
石
窟
将
来
品」
の
考
察
が
始

ま
る。
そ
の
最
も
早
い
も
の
は、
春
山
武
松
の
口
絵
解
説
「
天
龍
山
石
窟
の

悌
頭」
（
『
東
洋
美
術』
一
号、
一
九
二
九
年）
で、
第
十
八
窟
西
壁
の
如
来

頭
部
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る。
ま
た、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四）
に
矢
代

幸
雄
が
「
天
龍
山
浮
彫
飛
天
像
其
他」
（
『
美
術
研
究』
二
六
号）
を
発
表、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
の
ウ
ィ
ン
ス
ロ
プ
氏
所
蔵
の
天
龍
山
石
窟
第
二
・

第
三
窟
将

来
の
飛
天
浮
彫
像
を
中
心
に、
六
朝
時
代
の
飛
天
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る。

や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し 、
直
接
現
地
に
赴
く

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と、
ま
た
破
壊
に
よ
っ
て
天
龍
山
石
窟
の
保
存
状

況
が
頗
る
悪
化
し
た
こ
と
等
が
要
因
と
な
っ
て、
天
龍
山
石
窟
研
究
は
や
や

停
滞
す
る。
だ
が、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
最
中、
水
野
清一
・
日
比

野
丈
夫
が
天
龍
山
石
窟
の
調
査
を
お
こ
な
い、
戦
後
出
版
さ
れ
た
『
山
西
古

蹟
志』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
報
告 、
一
九
五
六
年）
に
そ
の
報
告
を
発

表
し
た。

天
龍
山
石
窟
各
窟
の
造
営
年
代
に
つ
い
て、
従
来
そ
れ
ぞ
れ
見
解
の
違
い

は
あ
る
も
の
の、
石
窟
造
営
の
開
始
を
北
斉
に
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は、

し
か
し 、
水
野
清
一
・
日
比
野
丈
夫
は、
天
龍
山
石

諸
説
一
致
し
て
い
た。

窟
中、
最
も
古
い
様
式
を
も
っ
た
も
の
は
第
二
・

第
三
窟
と
し
「
そ
の
悌
像、

石
窟
の
様
式
か
ら
推
定
す
れ
ば 、
東
韓 、
す
く
な
く
と
も
北
替
の
初
期
に
さ

か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る」
と、
年
代
を
よ
り
引
き
上
げ
て
考
え
た。
第
二
・

第
三
窟
の
造
営
を
東
規
と
す
る
新
し
い
見
解
は、
そ
の
後
の
論
文
や
解
説
に

( 35 ) 



天館山石窟の研究 ー研究史 と 問題点ー

な
お、
第
十
八
窟
の
保
存
状
態
に
つ
い
て、
東
壁
に
五
尊 、
北
壁
に
五
尊 、

西
壁
に
つ
い
て
は
「
其
左
に
も
今
一
尊
普
薩
が
あ

西
壁
に
は
二
尊
（
但
し、

っ
た
ら
う
が、
前
に
述
べ
た
南
壁
崩
壊
と
共
に、
顛
落
し
た
も
の
で
あ
ら
う」

と
す
る）
と
し、
い
く
つ
か
の
尊
像
の
首
が
既
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
て
い
る 。

ま
た
第
二
十
一
窟
に
つ
い
て
も、
尊
像
の
首
の
欠
失
を
認
め
て
い
る
が、

「
睡
髄
は
厳
身
具
も
天
衣 、

残
存
す
る
西
壁
の
南
側
の
普
薩
像
に
つ
い
て
は、

腰
裾
も
解
け
て、
純
全
な
る
裸
瞳
と
な
っ
て
居
ら
れ
る 。
其
上
石
の
組
面
に

青
徹
が
生
へ
て、
一
層
の
神
秘
的
で
あ
る 、
軟
か
な
曲
線
美
は
遺
憾
な
く
費

揮
さ
れ
て、
而
も
神
々
し
い」
と、
高
く
評
価
し
た。

田
中
俊
逸
が
「
非
常
に
危
険
な
窟」
と
記
し
た
よ
う
に、
第
二
十

一
窟
内
の
岩
壁
は
今
に
も
崩
れ
落
ち
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
た
め、
近

AV’・8τ．．

 

、
告UA
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年
そ
の
入
り
口
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
塞
い
で
し
ま
っ
た。
現
在、
田
中
俊
逸

の
調
査
時
で
は
健
在
で
あ
っ
た
北
壁
如
来
坐
像
は
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド

大
学
サ
ツ

そ
の
左
脇
侍
の
普
薩
頭
部
が、
東
京
の
根
津
美
術
館
に

ク
ラ
i

美
術
館
、

所
蔵
さ
れ
て
い
る 。

天
龍
山
石
窟
の
全
体
を
網
羅
し、
新
た
に
窟
番
号

を
つ
け
直
し
た
だ
け
で
は
な
く
（
以
後
こ
の
番
号
が
採
用
さ
れ
る） 、
撮
影
に

田
中
俊
逸
の
調
査
は、

成
功
し
た
こ
と
も
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た。
そ
の
成
果
と
も
い
え
る
写
真
集

が
金
尾
文
淵
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
天
龍
山
石
窟』
（
一
九
二
二
年）
で
あ
る 。

八
十
枚
に
わ
た
る
図
版
は、
現
在
で
は
流
出
し
て
見
る
影
の
な
い
窟
内
の
彫

刻
を
見
事
に
映
し
出
し
て
お
り、
天
龍
山
石
窟
の
復
元
的
な
考
察
を
す
る
上

で
は
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る 。

こ
の
『
天
龍
山
石
窟』
は、
序
文
に
関
野
貞 、
常
盤
大
定、
望
月
信
亨 、

政
文
に
小
野
玄
妙
が
述
べ
て
い
る
の
み
で、
解
説
文
等
は
一
切
み
ら
れ
な
い。

や
や
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
が、
出
版
に
至
る
ま
で
の
背
景
に
複
雑
な
経

緯
が
あ
っ
た
こ
と
を、
田
中
高
宗
（
俊
逸）
の
「
天
龍
山
石
窟
探
険
思
ひ
出

の
記
（
下）」（
『
日
本
美
術
協
曾
報
告』
第
二
四
輯、

（
注
9｝

読
み
取
れ
る 。

一
九
三
二
年）
か
ら

田
中
俊
逸
の
調
査
と
同
年
の
十
月、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
O
建制E
ω
広ロ
が

第
一
回
目
の
天
龍
山
石
窟
の
調
査
に
訪
れ
て
い
る 。
一
九
二
五
年
に
出
版
さ

れ
た

Q里民同
句町
内、日
週
間
（FO
E
S）
で
は、
前
掲
『
天
龍
山
石
窟』

に
な
い
箇
所
を
含
め
た
五
十
枚
以
上
の
石
窟
図
版
を
掲
載
し
た。
し
か
し、

第
四
窟
と
第
六
窟
の
像
を
取
り
違
え
て
記
し
た
り
（
前
掲
『
天
龍
山
石
窟』

で
も
間
違
え
て
記
し
て
い
る
て
第
十
二
窟
の
北
壁
像
を
第
七
窟
と
す
る
な
ど、

誤
り
も
少
な
く
な
い。
一
九
二
八
年、
ω
広ロ
は
第
二
回
目
の
調
査
に
訪
れ
て

い
る 。『

天
龍
山
石
窟』
写
真
集
と、

町田』〈民同町
句町

内、トミ同局同町
の
出
版
で、

龍
山
石
窟
の
名
は
世
界
中
に
知
れ
渡
り、
美
し
い
彫
刻
を
獲
得
し
よ
う
と
過

（
注
叩）

激
な
盗
掘
が
始
ま
っ
た。
そ
の
よ
う
な
中、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四）
六

月
と
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六）
十
月、
山
中
定
次
郎
が
天
龍
山
石
窟
を
訪

れ
る 。山

中
定
次
郎
は、
骨
董
商
山
中
商
会
の
名
を
全
国
に
広
め
た
敏
腕
の
商
人

で
あ
る 。
北
京
で
骨
董
を
買
い
集
め、
欧
米
の
支
店
で
売
り
さ
ば
く
方
法
で、

世
界
中
に
中
国
美
術
ブ
l

ム
を
興
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る 。
天
龍

山
石
窟
の
仏
像
に
高
い
価
値
を
見
い
だ
し
た
山
中
定
次
郎
は、
剥
奪
さ
れ
た

仏
像
を
手
に
入
れ、
次
々
と
日
本
へ
輸
入
し
た。
そ
の
売
り
立
て
目
録
な
る

も
の
が、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八）
に
出
版
さ
れ
た
『
天
龍
山
石
悌
集』（
山 天
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戦前 に 出版 さ れた天龍山石窟関係論文 ・ 写真集 ・ 図版解説等

論文題 目 ・ 書名 等 著 者 掲載誌 ・ 出版社等 発表年 ・ 月 備考
『 支 那 の 建 築 と 芸 術 』

「西遊雑信 上」 関野 貞 『建築雑誌』 32 - 384 1 9 1 8年 （岩波書店、 1 938年） に
再収

「天龍山石窟 を 見 る 」 木村荘八 『中 央美術』 7 - 2 1 92 1 年 2 月

『 悌 教 学 雑 誌 』 3 の 4
「天龍山石窟J 関野 貞 『園華』 375 1 92 1 年 8 月 ( 1 922年） 、 お よ び 『支那

の 建築 と 芸術』 （岩波書
店、 1 938年） に 再収

『支那悌蹟踏査 古賢 常盤大定 金尾文淵堂 1 9 2 1 年 8 月 『支那悌教史蹟踏査記』
の跡へ』 （龍吟社、 1 938年） に 再収

「天龍山石窟調査報告」 田 中 俊逸 『悌教学雑誌』 3 - 4 1 922年 3 月

「天龍山造像放」 小野玄妙 『悌教学雑誌』 3 - 5 1 922年 6 月 『大乗悌教芸術史の研究』
（大雄閣 1 927年） に 再収

『天館山石窟』 撮影 外 村 太 治 郎 ・ 金尾文淵堂 1 922年 1 0 月 関野貞 ・ 常盤大定 ・ 望 月
平 田 鏡 信亨序、 小野玄妙政

「天龍山石窟諸像 の製 小野玄妙 『無磁光』 1 9 - 4 1 923年作年代」

『天竜山石窟写真集』 北京 平 田 写真館 1 923年頃か 撮影者 ・ 撮影時間は不明

『天竜 山石窟図集』 北京 磐田H 1 923年頃か 撮影者 ・ 撮影時間は不明

CHINESE SCULPTURE , 
Osvald Siren LONDON 1 925年

vol. I ～N 
『支那｛弗教史蹟』 常盤大定 ・ 関野 貞 悌教史蹟研究会編 1 926 年 1 2 月第 3 集

『天龍山石仏集』 山 中 定次郎 山 中 商会 1 928年

口 絵解説 「天龍山石窟 春 山武松 『東洋美術』 l 1 929年の悌頭」
「支那建築 に 於 け る 墓

股 の 発達 主 と し て天龍 奥村伊久良 『悌教美術』 1 4 1 929年 9 月
山石窟の墓股に就いて」

「天館山の石窟につ いて」 関野 貞 『国際潟民情報』 1 0 - 5 1 9 3 1 年 頃

「天麓山石悌」 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 2 1 1 9 3 1 年

「天龍山石窟探険恩ひ 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 23 1 932年 l 月出 の記」 上
「天龍山石窟探険恩ひ 田 中 高宗 （俊逸） 『 日 本美術協会報告』 24 1 932年 4 月出 の記J 下

「天龍山浮彫飛天像其他j 矢代幸雄 『美術研究』 26 1 934年

「天竜山石窟悌像調査 王作賓 『古物保護委員会工作紅 1935年振告」 披』 北平大学出版社

「山西省天龍山悌蹟石 『山 中定次郎翁停』
窟踏査記」 故 山 中定次郎翁伝編纂会 1 939年 3 月

編
『支那文化史蹟』 常盤大定 ・ 関野 貞 法蔵館 1 940年 『支那悌教史蹟』 の復刻
第 8 巻 版 （若干の違 い あ り ）
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踏
襲
さ
れ
て
い
く。

一
方 、
第
一
窟
の
門
外
東
に
あ
る
碑
に
つ
い
て、
田
中
俊
逸
が
「
風
化
消

滅
し
て一
字
も
讃
み
得
な
い」
と
し
た
の
に
対
し
て
「
末
尾
に
『
開
皇』
云
々

の
文
字
が
み
え
る。
僻
像
は
一
般
の
惰
悌
に
一
致
し、
第
八
洞
方
柱
の
諸
尊

に
も
ち
か
い。
や
は
り
陪
代
の
造
建
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う」
と
し
た。
現

在、
碑
の
文
字
は
摩
滅
し
て
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
ず
「
関
皇」
の
文
字
が

あ
っ
た
か
ど
う
か、
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。
北
斉
か
惰
か、
第
一
窟

の
開
撃
年
代
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
と
い
え
よ
う。

以
上
が
戦
前
に
お
け
る
天
龍
山
石
窟
研
究
の
大
略
で
あ
る。
そ
の
基
盤
は

日
本
人
研
究
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い。
内

容
は
実
地
調
査
報
告
と、
そ
れ
に
伴
う
各
窟
の
造
営
年
代
に
関
す
る
若
干
の

言
及
が
中
心
で
あ
り、
概
説
的
な
考
察
が
殆
ど
で
あ
っ
た
が、
破
壊
前
の
状

況
を
収
め
た
写
真
集
の
出
版
は、
実
に
評
価
す
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う。

五

終
戦
以
後
｜

天
龍
山
石
窟
研
究
の
展
開

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
O） 、
水
野
清
一
が
「
唐
代
の
仏
像
彫
刻」
（『
仏

教
芸
術』
九
号）
を
発
表、
天
龍
山
石
窟
の
唐
代
彫
刻
に
も
言
及
し、
造
営

年
代
を
検
討
し
た。

戦
前
は、
天
龍
山
石
窟
の
唐
代
窟
の
諸
像
に
つ
い
て
一
応
の
評
価
は
さ
れ

て
い
た
も
の
の、
そ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
言
及
は
け
っ
し
て
多
い
と
は

い
え
ず、
寧
ろ
早
期
造
営
に
あ
た
る、
東
説 、
北
斉 、
惰
窟
に
対
す
る
発
言

が
中
心
で
あ
っ
た。
戦
後
は
天
龍
山
石
窟
の
半
分
以
上
を
占
め
る
唐
代
窟
に

着
目
し、
積
極
的
な
年
代
の
考
察
が
お
こ
な
わ
れ、
そ
の
対
象
も
世
界
各
地

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
天
龍
山
石
窟
将
来
諸
像
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る。

一
九
六
五
年、
シ
カ
ゴ
大
学
の
国
自吋

〈自門wa
s－ゼ
g
と
宮

間三百
回Em

が E回mp是耳目。同ゴ百円Em
EB一周SEEn民自

由2vEm －－

（
注
日）

£均
一口hw
qh円
h

h町EN円
〈OF

州以〈中ω）
を
発
表
し
た。
剥
奪
さ
れ
た
各
像
を
集

め、
そ
の
所
在
を
推
定
し、
石
窟
の
復
元
を
試
み
た
本
格
的
な
論
考
で、

龍
山
石
窟
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た。

冨

健三
白

河E
町 、
が

g
〉

‘Ha
g
m

F
ロ
O
仏

∞
丘
町

（
前
掲
注
6）

宮田町江
主。ロ
自色
。
里

町州出
巳
コ
gtF
Em
mv
E 3
を
発
表、
前
掲
の

一
九
七
四
｜

七
五
年
に
は、

唐
勿
部
将
軍
功
徳
記」
を
訳
出
し、
碑
文
は
天
龍
山
石
窟
の
第
二
十
一
窟
開

撃
に
関
わ
る
と
述
べ
た。
ま
た、
中
央
ア
ジ
ア、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン、
北
イ

ン
ド

か
ら
の
様
式
伝
播
を
指
摘
し、
唐
代
窟
の
造
営
年
代
に
も
言
及
し
た。

一
方、
中
国
側
で
は
史
岩
・

侍
天
仇
『
天
龍
山
石
窟
芸
術』
（
太
原
図
片
出

版
社、
一
九
六
三
年）
が
出
版
さ
れ、
美
術
史
的
な
考
察
が
本
格
的
に
始
ま

る。
ま
た、
文
化
財
の
保
存
に
力
を
入
れ
出
し
た
の
も
こ
の
頃
の
よ
う
で、

天
龍
山
石
窟
を
取
り
巻
く
環
境
を
次
々
と
整
備
し、
保
護
地
区
と
し
て
認
定

し
た。一

九
八
0
年
代
に
入
る
と、

（
注
M）

（
注
目）

田
村
節
子
や
林
良
一
・

鈴
木
潔
が
天
龍
山
石

窟
に
訪
れ
る。
戦
後
わ
が
国
の
研
究
者
が
お
こ
な
っ
た
最
初
の
本
格
的
な
実

地
調
査
で
あ
っ
た。
そ
の
後
鈴
木
潔
は
「
天
龍
山
唐
朝
窟
編
年
試
論」
（
町
田

甲
一
先
生
古
希
記
念
『
論
叢
仏
教
美
術
史』
吉
川
弘
文
館、
一
九
八
六
年）

を
発
表、
天
龍
山
石
窟
の
唐
代
窟
諸
像
の
注
目
は
ま
す
ま
す
高
ま
り、
様
式

分
類
か
ら
造
営
年
代
に
至
る
ま
で、
詳
細
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
た。
や
が

て
研
究
方
法
は
様
式
論
を
中
心
に、
石
窟
の
復
元
的
な
考
察
も
踏
ま
え
な
が

ら 、
徐
々
に
細
分
化
さ
れ
て
い
く。

一
九
九
0
年
代
に
入
る
と、
中
国
側
の
研
究
者
の
積
極
的
な
発
言
が
目
立 天
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時 代 西 暦 年 号
中 華 19 1 8 民国 7民 国 1920 民国 9

1 922 民国l 1 
1 923 民国 1 2
1 924 民国1 3
1 925 民国 14
1 926 民国 1 5
1 928 民国1 7
1 930 民国 1 9
1 9 3 1 民国20
1 933 民国22
1 937 民国26
1 939 民国27
1 940 民国28
1 94 1 民国29
1 945 民国33
1 949 民国37

中 華 1 955 人 民 1 957 共和国
1 958 
1 9 6 1 
1962 
1 964 
1966 
1 979 
1 980 
1 982 
1 984 
1 985 
1 986 
1 987 
1 988 
1 996 
200 1 

天寵山石痛 の研究 ー研究史 と 問題点一

関 連 事 項
（大正 7 年） 6 月 、 関野貞調査。

（大正 9 年） 10月 、 木村荘八来訪。 1 0月 、 常盤大定調査。

（大正1 1 年） 3 月 、 田 中俊逸同 外村太治郎、 平 田 餓鯛査。 1 0月 、 Osva l d S i ren 
第 1 囲網査。 関野貞第 2 因調査。

この頃 （～ 1 924） 、 大規模な盗掘か。
（大正1 3年） 6 月 、 山 中定次郎調査。 夏、 常盤大定第 2 回調査。

（大正1 4年） 夏、 常盤大定第 3 回調査。 1 0月 、 奥村伊久良調査。

（大正1 5年） 1 0月 、 山 中定次郎第 2 因調査．

Osva l d  S i ren第 2 因調査。

J篤玉祥将軍、 天館山に隠居し 、 白龍踊西岩に詩を刻む （『柳子硲志』） 。
太原県に保存古跡古物委員会が設立し、 「太原県天龍山古跡古物保存規則J を制定。
王作賓調査 （北平公安局協同本会北平分会） ．

（昭和 1 2年 7 月 、 慮溝橋事件）
（昭和 14年 9 月 、 第 2 次世界大戦開始）
（昭和 1 5年） 水野清一 ・ 日 比野丈夫調査

（昭和 1 6年 1 2月 、 太平洋戦争開始）
（昭和20年 8 月 、 終戦）
太原市解放。
華東芸術専科学校美術史経研究室調査。

岳維藩市長、 天龍山を調査。 この頃、 聖蒋寺廃櫨と化していたため、 太原市が修復に着工する。
太原市文化局、 聖薄寺を重修、 晋洞か ら天龍山に至る山道を整備。
国家重点文物保護区となる。
閤文儒調査．

中 央美術学院劉開渠と 傍天仇、 濁江美術学院史岩、 調査。

（～ 1 977、 文化大革命）
天龍山重修。
（～ 1 983） 聖書等寺堂宇を重修、 登山道の整備。

第 9 窟菩薩像頭部の復元。 6 月 、 田村節子調査。 7 月 、 筑波大学訪中 団 （林良
一 ・ 鈴木潔） 翻査。

天龍山文管所の設立が承認。 太原市、 天龍山文物の修理予算を増額。
7 月 、 天徳山文物保護管理所成立。
天龍山、 省級重点風景名勝区に指定。
秋、 漫山閣 （第 9 窟） を復元。
白龍殿上方に高観避暑宮碑亭を建てる。 夏、 李裕群爾査。
太原人民政府、 晋洞か ら天龍山までの道を整備。
李裕群、 第 2 回調査

参考 ： 李百十生 『山 西旅滋風景名勝叢書 天館山』 （山西経済出版社、 1999年 1 月 ） 、 李裕群 ・ 李鏑 『天飽山石廊』 ｛科学出版社、 2003年 3 月 ） 等

( 38 ) 



愛知県立芸術大学紀要 No.34 (2004) 

天龍山石窟関係略年表 一 関 盤期か ら 現代 ま で ※ ゴチ ッ ク は主な学術的調査

時 代 西 暦 年 号 関 連 事 項
北 貌 532 永照元 高観、 爾朱氏を滅ぼし、 晋陽に大丞相府を置 く 。
東 貌 534 永照 3 高観、 孝静帝を立て、 都を洛陽か ら那に遷し、 東貌を建てる。執政期間中、 天龍山に避暑宮を建てる （ 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑J ） 。

547 武帝 5 高観、 普陽で没す。
550 武帝 8 高観の次子、 高洋 （文宣帝） 、 孝静帝を廃し、 北斉を建てる。

北 斉 55 1 天保 2 文宣帝、 天龍山に避暑宮を建てる （ 『嘉靖太原豚志』 巻 1 ） 。 「｛山巌寺」 にあたる場所か。
560 皇建元 天龍寺あ り 。 定国寺の僧、 天龍山石窟を造る （『太原志 ・ 太原府』 「寺観条J ） 。

精 584 開皇 4 天館山石窟第 8 窟開墾 （碑） 。
唐 624 武徳 7 仙巌寺、 額を賜る （『太原志 ・ 太原府』 「寺観条」 ） 。

660 顕慶 5 高宗 ・ 武后、 龍山童子寺に行幸 （ 『法苑珠林』 巻14） 。
707 神龍 3 「大唐勿部将軍功徳碑j なる （碑文、 『金石掌編』 巻68ほか） 。

（五代） 957- 73 天会年間 容宗皇帝、 天龍寺を重修 （ 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑」 ） 。 第 9 窟造営北 漢 か。
975 広運 2 劉継元 （英武皇帝） 、 群臣を率いて天龍寺を参拝。 「大漢英武皇帝新建天龍寺千仏楼碑」 なる。

金 1 1 24 天会 2 天龍寺、 兵火を被 り （ 「重修天龍寺銘」 ） 、 廃する （ 『嘉靖太原勝志』 巻 1 ） 。
1 148 皇統 8 天龍寺、 重修。 千仏大殿、 六師堂を建てる （ 「重修天龍寺銘」 ） 。
1 1 58 正隆 3 天龍寺山門、 鐘楼を修理 （ 「重修天龍寺銘」 ） 。
1 1 59 正隆 4 「重修天龍寺銘」 なる。

7C 1 342 至正 2 天龍寺重修 （ 「重修天龍聖書等寺記J ） 。
明 139 1 洪武24 仙巌寺、 天龍寺に入る （『嘉靖太原勝志』 巻 1 ） 。

1465 - 87 成化年間 聖書事寺廃する。のち 、 普陽延慶寺僧古葎、 聖書等寺に住し 、 復興に努める （ 「重修天龍聖簿禅林碑記J ） 。
1 506頃 正徳初 僧道永、 高閣を建て、 仏像を造る （『太原勝志』） 。
1 542 嘉靖2 1 聖欝寺龍洞を重修。
1 545 嘉靖24 聖議寺、 大規模な重修をおこなう （ 「重修天龍聖薄寺記J ） 。
1 546 嘉靖25 「重修天龍聖欝寺記」 なる。 西巌に石洞三禽を穿つ （『太原勝宏、』 ） 。
1 5 6 1 嘉靖40 「重修天龍聖書等禅林碑記J なる。
1565 嘉靖44 「天龍聖書等碑記J なる。
1 580 万暦 8 山西按察司提督学校制使賀邦泰等、 天龍石洞重修のため出資 （ 「天龍石洞記」 ） 。
1 595 万暦23 「重修天龍山聖書等殿閣記」 なる。

清 1 666 康照 5 国学大師朱務尊、 天龍山石窟を踏査 ？
1 734 薙正1 2 聖書等寺田廊を修理。
186 1 成豊l 1 漫山閣、 大働、 菩薩像 （第 9 窟） 等修理。 及び各堂字を重修。
1 908 光緒34 E. Boerschmann、 調査 ？

1 9 1 0 宣統元 C. Freer 、 調査 ？
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一研究史 と 問題点一天徳山石窟の研究

ち、
天
龍
山
石
窟
研
究
も
一
応
の
到
達
点
を
迎
え
た
よ
う
に
み
え
る。
李
裕

群
は
十
日
間
に
わ
た
る
調
査
の
報
告
と
し
て
「
天
龍
山
石
窟
調
査
撮
告」
（『
文

（
前
掲
注
4）

「
天
龍
山
石
窟
分
期
研
究」

物
一
九
九
一
年
！

第
一
期）
を、
翌
年
に
は

を
発
表
し
た。
先
学
の
意
見
を
随
所
に
採
用
し、
天
龍
山
石
窟
の
造
営
背
景

を
整
理
し
た
う
え
で、
造
像
の
細
か
な
分
類
を
お
こ
な
い、
各
窟
の
造
営
年

（
注
凶）

代
に
言
及
し
た
論
考
で
あ
る。
一
九
九
七
年
に
は
顔
嫡
英
が、
文
献
史
料
に

基
づ
い
た
天
龍
山
石
窟
の
造
営
に
つ
い
て
考
察
し、
特
に
第
八
窟
門
外
の
碑

文
と
「
大
唐
勿
部
将
軍
功
徳
記」
に
注
目、
惰
代
・

唐
代
造
像
の
検
討
を
お

（
注
げ）

（
前
掲
注
ロ）

こ
な
っ
た。
最
近
で
は
孫
迫
が
『
天
龍
山
石
窟
流
失
海
外
石
刻
造
像
研
究』

を
出
版、
〈

自門回目ag
司
自
の
業
績
を
さ
ら
に
補
強
し
た
形
で
天
龍
山
石
窟
の

復
元
を
試
み
た。

お
わ
り

に

天
龍
山
石
窟
が
発
見
さ
れ
て
す
で
に
八
十
年
以
上
が
経
過
し
た。
近
年
で

は
中
国
彫
刻
史
を
語
る
上
で、
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る。
中
国
側
の
研
究
も
目
覚
し
く、
ま
す
ま
す
の
発
展
が

期
待
さ
れ
よ
う。
一
方、
文
献
史
料
の
限
ら
れ
た
天
龍
山
石
窟
に、
今
後
い

か
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
か、
研
究
方
法
の
模
索
が
迫
ら
れ
て
い
る。
散

逸
し
た
天
龍
山
石
窟
諸
像
の
状
況
把
握
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、
「
天
龍
山
様
式」

と
称
さ
れ
る
石
窟
独
特
の
唐
代
諸
像
の
さ
ら
な
る
検
討
と
と
も
に、
石
窟
草

創
に
関
わ
る
東
調
窟、
北
斉
窟、
惰
窟
諸
像
を
見
直
し、
中
国
彫
刻
史
の
座

標
上、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
が
必
要
で
あ
る。
そ
れ
に
は
河
北、
山

西
省
に
点
在
す
る
同
時
代
石
窟
と
の
比
較
検
討
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ

vつ 。

最
後
に、
厳
し
い
自
然
環
境
に
置
か
れ
た
中
国
石
窟
の
全
て
に
共
通
す
る

問
題
で
あ
る
が、
深
刻
な
風
化
を
抱
え
る
天
龍
山
石
窟
の
保
存
に
対
し、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
べ
き
か、
す
で
に
殆
ど
の
彫
像
が
失
わ
れ
て

い
る
と
は
い
え、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う。

j主
1 
『嘉靖太原蘇志』
巻一（『天一
閣蔵明代方志選刊』
八 、
上海古籍書店 、

一九八一
年） 。

2 
『永楽大典』
巻五二O三に収録（『永楽大典』
巻五一九九｜五二O五、

第三四冊 、
世界書局 、
台北、一九六二年三

3 
『太原蘇志』
巻三「記典」
の「聖欝寺」
条にも 、
前掲『嘉靖太原豚

志』
の「天龍寺」
条とほぼ同じ記載がある。
このため、
天龍寺H聖欝

寺とするようになったと恩われる。

小野玄妙は「天龍山石窟造像孜」（『悌教学雑誌』
巻三第五号、

二二年
）で

「今の聖欝寺が往古の
天龍寺其のものであるとするのは柳

か嘗を得ない」
とし、
もともと西峰の第二十一
窟の崖下に天龍寺があ

り「現今の地に移建されることになってから改めて聖書骨寺と呼ばる〉

」とになったでは

あるま

いか」
としている

4 

小野玄妙は前掲「天龍山石窟造像孜」
において
、

天龍寺と仙巌寺は

「殆ど同一
慮に接近してあるものと見なければならぬ」
とし、
天龍山石

窟東西峰を「西峰の窟寺は即ち天飽山、
東峰の窟寺は仙巌寺であると

判断したい」
とした。
さらに発展させて、
東峰の第二・第三窟を葦谷

山仙巌寺にあて「東峯の第二第三窟は、
北杏文宣帝天保二年（西紀五

五一）
の造顕、
西峯第九窟の大悌並に第十窟の諸像は同孝昭帝の皇建 九

( 40 )  
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元年（西紀五六O）
の製作に擬定すべきもの」
とした。

しかし、
翌一
九二三年に発表した「天館山石窟諸像の製作年代」

（『無擬光』
第一
九巻第四号）
では、
西峰の諸窟を仙巌寺、
すなわち第

九窟、
第十窟、
第十六窟にあて天保二年の造立とし、
東峰諸窟を天穂

寺、
すなわち第二・第三窟にあて、
皐建元年の造立と訂正した。

方
李裕群は
天館山石窟分期研究

考古学報
一
九九二
年｜

第一
期）
で、
皇建元年に建てられた天龍寺は西峰にあり、
それは第十

窟、
第十六窟にあたるとした・
また、
仙巌寺は東峰の第一
窟と関係し、

天保二年に建てられた文宣帝の避暑宮にあたることを示唆している。

5 
「大唐勿部将軍功徳記」
の拓本は、
現在北京図書館に所蔵されてい

るという。
近年聖欝寺東側の溝から碑の断片が発見された・
本「功徳

記」
は『金石孝編』
巻六八を初め、
九種類以上の清代金石著録類に収

められている。

6 

真 罫

g 否
� j. 

! !' 益 2
ア 豆

� i 

! ! 
十
� � 

後に小野勝年が「右金吾衛将軍勿部殉の功徳記について｜天能山の

百済の一
帰化人！」（『史林』
第七一
巻第五号、一
九八八年）
で、「功

徳記」
の和訳を試みている。

7 

聖欝寺に碑像あり。
碑文は胡勝之撰『山右石刻叢編』
巻九に収録さ

れている。
また、
関野貞・常盤大定『支那悌教史蹟』
第三集（本文参

照）
の「評解』
にも掲載している。

8 
一
九O八年に
早・開・回ogn
FBB回
が、一
九一
O年には
寄・。－
ZR

が訪れていることを国
mg〈宮島自信事g
と
玄SE
E－o
がふれてい

るが（本文参照
JZ国
主ヨE
a
コSF百個
gghmgロggnaggι

。昆国間 ョ） 、
報告書等の発表については不明である。

9 

田中俊逸は「私の苦辛惨惜した潟民は輝朝の上、
無断で出版せられ 、

此解説書すら附さなかったのです」
とし、
その後これらの写真が関東

大震災で烏有に帰したことを述べている。
そして、
天能山石窟の石仏

が輸入され 、
石窟の破嬢につながったととに際し
ご
悌を鈴さず悉く

を空洞とした事は天龍山は私に取っては己身的にも 、
事術的にも涙で

初まり涙で終るのでありました」
と嘆いておられる。

1 0 

常盤大定は「大破壊の行はれたるは、
大正十二年の事
なる

が如し」

（本文参照『支那悌教史蹟』
第三集）
とする．

1 1  

『山中定次郎翁伝』
山中商会、一
九三九年。

1 2  

流失海外石刻造像研究』（外文出版社 、

孫過は『天龍山石窟

二OO四年）
で、一
九二七年前後に海外へ流れた天龍山石窟の名品は

山中商会からのものである、
としている。

1 3 

中文訳に李崇峰・李裕群「天能山石窟彫刻的復原与年代」（『敦鐘研

書一九九五
年｜第一
期）
がある。

1 4  

田村節子「天竜山石窟第十六窟・第十七窟について」
（

『仏教芸術』

一四五号、一
九八二年三

1 5 

林良一・
鈴木潔「天竜山石窟の現状」（『仏教芸術』一
四一
号 、

一九八二年） 。

1 6 

二OO三年に出版された李裕群・李鋼の『天諸山石窟』（科学出版社）

は、
天龍山

石窟

調査報告の総大成ともいうべき著作で、
周辺の石窟群

の報告も掲載している。

1 7 

顔嫡英「天龍山石窟的再省恩」（『中国考古学奥歴史学之整合研究』

中央研究院歴史語言研究所舎議論文集之四 、
台北！一九九七年） 。

( 4 1 ) 


